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トピックス2　3D放送の新たな映像配置フォーマット
（伊）Sisvel Technology社は、3D放送の新たな映像配置フォーマットを開発し、2010年 9月 3～ 8日
にベルリンで開催された IFA2010で発表した。フレームの左上方に配置したハイビジョン映像を従来の
TV受像機用および 3DTVの左目用に使用し、残りの部分を分割して右目用ハイビジョン映像を配置して
送信し、受像器側で再構成する。このフォーマットを使えば、放送方式を変える必要がなく、情報を少し
書き換えるだけで、従来の TV受像機でも 3D放送を 2次元映像として、通常どおりの視聴が可能となる。
（伊）Sisvel Technology 社は、3D 放送の新たな映
像配置フォーマット「3D Tile Format」を開発し 1）、
2010 年 9 月 3 ～ 8 日にベルリンで開催された国際コン
シュー マエレクトロニクス展 IFA20102）で展示発表した。
2010 年は、3DTV が相次いで発売され本格的な 3D
放送も始まっている。世界中の 3D 放送の全ては、左
目用と右目用の画像を左右に配置して 1 画面（1フレー
ム）とするサイド・バイ・サイドか上下に配置するトップ・
アンド・ボトムを採用している。これらは、1 画面をデ
ジタル放送の解像度と同じにしているために「フレーム
互換」と呼ばれ、既存の放送設備と放送方式を利用で
きる利点がある。しかし、従来の TV 受像機で見た
時には、図表 1のように、左右に圧縮されて縦長に伸
びた 2 つの映像（サイド・バイ・サイド）が映り、通常
の視聴はできない。今回の発表は、この欠点をなくす
ものである。
視聴者にとっては、1つの放送番組を 3DTV では 3
次元映像として視聴でき、かつ従来のＴＶ受像機でも
2 次元映像として通常どおりの視聴ができる「後方互
換」を持つことが望ましい。後方互換を保つ方法はいく
つか存在するが、標準化が進んでいないこと、フレー
ム互換でなく放送設備や放送方式の変更が必要なこと
などの理由で、韓国で試験放送予定の発表があること
を除いては、後方互換の 3D 放送は導入されていない。
今回発表された「3D Tile Format」は、フルハイビジ
ョン規格（1920×1080 画素）のフレームを図表 2 のよう
に分割し、左上方の1280×720 画素のハイビジョン映
像をそのまま 2 次元用および左目用に使用し、残りの
部分の R1、R2、R3 の位置に右目用の1280×720 画
素の映像を分割配置して送信し、受像器側で再構成す
る。デジタル放送では、数フレーム毎に、解像度（画
素数）、フレーム順序（時間情報）、フレーム内の位置
情報など多くの情報が同時に送られている。2 次元用お
よび左目用の映像解像度の情報と、右目用のフレーム
組み立て情報を同時に送れば、既存の TV 受像機では、
図表 2 の左上の部分だけが映し出されて通常どおりの
視聴が可能となり、3DTV では立体映像の視聴が可能
となる。従って、このフォーマットは、後方互換性を持ち、
さらには左右（または上下）に引き伸ばす必要はないの
で、欠損部分を補間する必要もなく上下方向と左右方
向の解像度のバランスが保たれるという特長を持つ。
このフォーマットを使えば、放送方式を変える必要
がなく、情報を少し書き換えるだけで、従来の TV 受
像機でも 3D 放送を 2 次元映像として通常どおりの視
聴が可能となる。
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図表 1　サイド・バイ・サイドの映像配置（数字の
単位は画素数）
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図表 2　3D放送の新たな映像配置フォーマット
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